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自己紹介
■古閑恵子（Megu）
加⼯⾷品診断⼠／菊池市「地域おこし協⼒隊」

東京生まれ、東京育ち。

ごはんが嫌い。
お味噌汁はもっと嫌い。

わがまま放題に育てられ、3歳頃から
当時はまだ珍しい酷いアトピー患者となる。小児喘息も併発。
⾼校⼊学と同時に祖⽗⺟の家（熊本市）に預けられたことで和食中心の生活となる。
すると・・・、どちらもほぼ治ってしまい、おまけに心も強くなるとという体験を経て、
⾷を通して心を健康にする活動を⾏っている。

2009年外資系⾦融機関運⽤部
2010年よりカフェ・レンタルスペース経営＆起業コンサルタント



◎加⼯⾷品診断⼠

⾷品の裏側を読み解く
スペシャリスト



「地域おこし協⼒隊」
は何をしているの︖

①⾏政補助業務
・・・10％

②独自規格業務
・・・90％



■コロナと共に
始まった菊池暮らし。

⼈と出会える場は︖



■しつもん





■閃いた︕
リアカー式屋台



■発堀︕まちの
レンタルスペース



■さまざまな
調味料講座



■今後の取り組みについて
“きくち⼤学”の設⽴︕
参考にしたのは、アメリカのコミュニティ・カレッジ。

 �学費が安く、⼊学難易度も低く設定されている。

■キャンパスは︖ まちの全て。
■誰が学ぶ︖ 市⺠の皆様に限ることなく、どなたでも。
■誰が教える︖ 教えたい・伝えたいことがあればどなたでも。お⼦様もウェルカム︕
■カリキュラムは︖ のんびりしたものからマニアックなもの、アウトドアから

インドアまで頭を動かすものだけでなく体を動かすものも学べる。
■参加費は︖ 各教授が決める。



■最⻑３年という
協⼒隊“任期”について

“３年なんて
あっという間だよ”

“任期終了後は
どうするの︖”


